
  
 

 

  

指導計画表
 （全 時間）

時間 学習内容・主な活動

■とびら

・プレ活動

■

・文法の導入

・コミュニケーション活動

・表現活動

■

・本文の導入・理解

・文法の復習

■

・文法の導入

・コミュニケーション活動

・表現活動

■

・文法の導入

・コミュニケーション活動

・表現活動

■ ②

・本文の導入・理解

・文法の復習

■

・長文読解

■

・長文読解

■

・スピーチ作り

■スピーチ原稿下書き

■スピーチ練習

・個人練習・グループ練習

■スピーチ大会
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実践例

 スピーチを意識した指導

年生の は，不定詞について学習する

だけでなく，スピーチの構成について学習できるレ

ッスンでもあります。最後にスピーチ大会をすると

いうビジョンをもって，スピーチ作りを意識した授

業展開がポイントになってきます。

 授業の流れ

時間目

本時の目標は「 不定詞名詞用法で文が作れる」

ことです。まず教科書 の導入をします。

先生： 花火

生徒：

先生： “ ”

を導入し， へ向けた準備をし

ます。 がでたところで，教科書 を開き，

この課で学ぶことを説明します。 の学習

の仕上げとして「 」という題で，スピー

チ大会をすることを生徒たちに知らせます。

 次に，本時のねらいの不定詞の名詞用法を導入。

先生：

生徒：

先生：

（全体に）～

「〜することが好き」という意味を説明し，理解で

きたら，ドリル，インタビューゲームなどで「 」

「 」の定着を図ります。教科書 の

で，次のようなゲームもできます。絵の中か

ら１つなりたい職業を選びます。「

」と相手が選んだ職業を交互に質問して

当てるというものです。

最後に，「 」の文と，その理

由をノートに書きます。なりたい職業がないという

生徒も，空想でよいので つ選ばせます。教師は次

のように例を示します。「

」スピ

ーチ作りの第一歩を踏み出します。

時間目

簡単なゲームで前回の復習をします。

など つの動詞を黒板に書きます。生徒は つ

ワードを決めます。「 」の後に，黒板

に書かれた動詞を続けて文を作り，交互に言ってい

きます。例えば，「 」など。

相手の ワードを言ってしまうと負けです。

ウォームアップが終わると の本文の導入で

す。ピクチャーカードを見せて，新出単語を導入し

ながら，「 」

「 」「

」と質問しながら導入します。

日本語でも簡単に内容を確認します。

本時のねらいは「本文をスラスラ読み，暗写でき

る」ことです。音読練習は，チャンク読み，役割読

み，虫食い読み，シンクロ読みなど飽きさせないよ

うにいろいろな方法でおこないます。次に 分間読

みの目標回数を決めて個人練習。それからペアで役

割を決めて暗記するまで音読練習をします。黒板に

はキーワードとなる ，

， だけ書いておきます。

最後に，暗写に取り組ませます。まず本文をその

まま写します。次に日本語訳のみを見て本文の暗写。

できたら教科書を見て答え合わせをします。

時間目

本時の目標は「 不定詞副詞用法で文が作れる」

ことです。形容詞用法の導入は，次時にまわします。

導入は身近な話題から入ります。

先生：

生徒：
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先生：

生徒：

先生：

～

上のような例文を示し，副詞用法を使って理由を

述べることができることを理解させます。続いてド

リルやマッチングゲームなどで楽しくテンポよく

定着を図るための練習をします。

自己表現活動では，英語学習について考えさせ

る文を作らせます。 という

のも つですが，

とします。答えとして，

などが出てくるでしょう。

後日それらの英文をプリントにまとめてフィード

バックすれば，学習意欲も高められます。授業のヤ

マ場は，スピーチに関する文を作ることです。将来

の夢のために自分は今何をすべきかを考えさせま

す。例えば， 」というよう

に，＿＿にどういう語句が入るかを考えさせます。

この場合は， などが

考えられます。これらの文はスピーチのまとめとし

て使えるでしょう。

 

時間目

本時のねらいは，「形容詞用法で文が作れる」こ

とです。導入は，いきなりクイズで始めます。

先生：（箱に手を入れながら）

生徒：

クイズで例を示した後，形容詞用法について説明

し，理解させます。続けてゲームやドリルで練習し

ます。上のような や１分間に単語を

何個分類できるかを競うゲームをします。例えばこ

んなかんじです。

生徒 ：

生徒 ：

生徒 ：

生徒 ：

さらに教科書の や などで練習し，

定着を図ります。ワークシートで適語補充や語順整

序などの問題に取り組ませます。問題にスピーチで

活用できそうな文章を入れておきます。

時間目

前回の復習を短時間でします。例えば，

と言ったら， 秒以内で単語をいくつ言える

かを競うゲーム。

生徒 ：

生徒 ： …

次に教科書 の本文の導入。本時の目標は，

「教科書をスラスラと読み，暗写できる」です。ま

ず，新出単語を導入します。フラッシュカードとピ

クチャーカードを使って，文字と音と絵をマッチン

グさせながら導入します。ピクチャーカードを使っ

て， 時間目と同様に を入れながら，本文の

内容を説明していきます。「 」

「 」「

」など。内

容を確認したら，音読練習をして暗写までつなげま

す。

は 時間で行い，読解力強化をめざし

ます。 時間目は，大意をつかむことがねらいです。

教師は生徒たちが初読でどれくらい理解できる

かを見ます。プリントで， と （教科書の

）などの問題に取り組ませます。英語

の が難しい場合は，指導用 に入って

いる日本語版を使います。答えは，難しければ最初

は日本語で答えてもよいことにします。

時間目は，本文の内容を理解し，スピーチにつ

なげることがねらいです。最初に日本語訳を読み，

その後久美になったつもりで少し音読練習をし

ます。 で，久美のスピーチを要約さ

せて「序論，本論，結論」を意識させたい。本文の

中で「ここは使える」と思う文や表現に下線を引か

せます。

また，要約文に「自分だったらこう言う」という

文を考えさせて， させて，ペアで発表させ

ます。
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ここでは，「序論，本論，結論」の型でスピーチ

原稿が書けるようになることが目標です。

夢がないという生徒は，空想でよいので考えさせ

ます。なりたい理由を考える時には，キーワードと

して を挙げておきます。例えば，

「サッカー選手になりたい」のであれば，「サッカ

ーが好き」「メッシを尊敬している」「有名にな

りたい」という理由が考えられます。さらに追加情

報を入れて，スピーチを完成させることを意識させ

ます。過去のスピーチ原稿をいくつか見て，よい点

悪い点を学びます。

授業の最後にスピーチ大会について説明します。

① スピーチの時間は， 人 秒

② 声，態度，内容の３つを で評価する

③ で学習した表現が入っていること

④ 工夫して，オリジナリティーがあること

時間目

本時の目標は「スピーチ原稿の下書きを仕上げる」

ことです。まずスピーチ原稿が「序論，本論，結論」

の型になっているか確認します。 人グループでス

ピーチ原稿を回し読みし，お互いによい点を挙げた

り，アドバイスをしたりします。下書きが終わった

人は，先生に原稿をチェックしてもらい，練習に入

ります。スピーチ原稿の下書きを授業の最後に回収

します。原稿は添削し，次回返却します。

時間目

添削した原稿を返し，清書させます。清書ができ

たら，スピーチの練習時間をもうけます。目的は，

話し方と聞き方の向上です。スピーチの評価をもう

一度確認します。次にイメージトレーニングとして

スピーチのいろんな例をビデオで見せ，良い点と悪

い点を考えさせます。教師も良い例と悪い例をわか

りやすくやって見せます。同じく聞き方についても

例を示して指導します。それから個人練習。ペアま

たはグループでも練習し，お互いにアドバイスをし

ます。さらに表現力を鍛える練習メニューとしてい

くつか場面や条件を与えます。例えば「だれに」で

あれば，幼稚園児に，お年寄りに，宇宙人に，など。

また「モノマネ練習」も楽しいでしょう。政治家の

ように，先生のように，など。ペア練習の後は，ま

た個人練習。教師は の支援をします。

スピーチ本番

 次のような評価用紙を配布します。

  年  組  番 氏名 ○○ ○○  

全員が 人分の評価を書きます。聞き手は話し

手の良い点を探しながら集中して聞くようにしま

す。教師も生徒の話す力と聞く力が高まるように即

時評価をしていきます。全員のスピーチが終わった

ら評価用紙を列ごとに種類別に回収します。評価用

紙を 人分重ねてホッチキスで止めた後，裁断し

短冊にして一人ひとりに渡します。生徒は 人分

の評価を読みます。温かいコメントを読んで自信や

意欲を高めることができるでしょう。スピーチ原稿

も集めて，記録をしっかりし，次の指導につなげま

す。クラス代表を決め，学年集会でスピーチさせま

す。

 最後に

「 」のスピーチを成功させるポイント

は， つあると思います。 つ目は，良い例を見せ

ること。何事も目標が見えるとがんばれるものです。

つ目は，「型」をおぼえること。スポーツと同じ

く型をおぼえることが重要です。文型，スピーチの

型，など，基本的な型を徹底的に叩き込むことが大

切でしょう。 つ目は，内容です。実際には自分の

夢についてビジョンをもっている生徒は少ないよ

うに感じます。キャリア教育のつもりで取り組む必

要があると思います。中 からキャリア教育を積み

上げていけば，内容でも英語でも中 らしいスピー

チできるのだと思います。生徒たちはいろんな夢を

聞くことによって友だちを知り，自分の生き方をさ

らに考えます。話したい内容，聞きたい内容がある

か。それがスピーチ成功の一番のポイントです。

のスピーチは，中学校英語の最大のヤ

マ場であり，ぜひ気合いを入れて取り組みたい。


